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「関東更生支援ネットワーク」 第２回再犯防止・更生支援セミナー特集

更生
刻々

講演
要旨

■認知行動療法とは

■雨を減らし傘を大きく

■適切な選択肢の増やし方

「
第
２
回
再
犯
防
止
・
更
生
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」
を

７
月
13

日
、
さ

い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
２
号
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
「
刑
務
所
に

お
け
る
認
知
行
動
療
法
～
社
会
で

更
に
生
き
る
た
め
に
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
の

東
本
愛
香
氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

刑
務
所
や
保
護
観
察
所
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

東
本
氏
は
、
例
え
上
手
。
犯
罪
に

向
か
い
や
す
い
考
え
方
や
行
動
パ

タ
ー
ン
を
変
え
て
い
く
メ
ニ
ュ
ー

を
「
定
食
名
・
認
知
行
動
療
法
」

と
表
現
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な

ど
の
「
小
鉢
」
も
豊
富
と
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
、
人
の
成
長
を
支
え
る
と

い
う
要
点
を
巧
み
な
イ
メ
ー
ジ
で

お
伝
え
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

対
象
者
に
接
す
る
態
度
を
名
付
け

て
「
な
る
ほ
ど
星
人
」
と
す
る
な

ど
、
東
本
ワ
ー
ル
ド
全
開
の
楽
し

く
て
深
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
76

人
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぐっと接近

千葉大学社会精神保健教育研究センター特任講師 東本愛香氏講演

犯罪を減らして、安全・安心に
暮らせる社会を構築するためには、
再犯をいかに防止するかが大きな
課題となっております。毎年７月
は、再犯防止推進法で「再犯防止
啓発月間」とされており、本セミ
ナーもその一環としての開催です。
「関東更生支援ネットワーク」の
会員の皆様のほか、たくさんの方
に参加していただくことができま
した。地方自治体からも、再犯防
止施策を担当されている職員の方
にご出席をいただいております。
セミナーでは、千葉大学社会精

神保健教育研究センター特任講師
の東本愛香先生に、「刑務所にお
ける認知行動療法」について、ご
講演を頂戴します。「認知行動療
法」とは、心理療法の一つであり、
矯正施設や保護観察所において、
性犯罪事犯者や薬物事犯者などに
行っている指導プログラムは、こ
の「認知行動療法」を基本的な枠
組みとして採用しております。東
本先生には、刑務所などで効果的
にプログラムが行われるよう、専
門家としてご助言ご協力をいただ
いております。
東本先生のお力をお借りして、

出所者が再犯をしないためには、
どのような支援が有効なのか、皆
様と一緒に考えてまいりたいと
思います。

自身における出来事や物事に対す
る認知（ものの見方や考え方）・行
動・感情のそれぞれで何が起きてい
るかを一歩ひいて眺めて、柔軟に考
える練習をしたり、いつもとは違う
方法を試す練習をすることです。再
犯につながるようなリスクを減らし、
安定した、生産的で充実した生活の
創造を助けるために、適切な行動や
行動の選択（認知）を増やしてくも
のです。

リスク要因を「雨」、保護要因を
「傘」に例えると、雨の量を減らし、
傘を大きくすることをイメージしま
す。雨の量がなかなか減らない場合
も、傘を大きくして濡れるのを防ご
うという取り組みをします。
望ましくない問題の発生には、思

い込みや強がり、発達上の問題など
から考え方（認知）の問題が大きい
です。さまざまな認知的要因を想定
し、それらが情緒や行動に影響を及
ぼしていないかどうか、探ることを
重視します。問題行動に陥る「負の
ループ」のパターンを探り、自身が
健全な状態に戻るための選択肢を多

く考え出すことが大切です。対処策
を考える時には質より量を増やすこ
とを試すことも大事です。重要なの
は、結果を変えるような認知を選ぶ
こと。対象者と対話の中で「共感」
的な姿勢を示しながら質問をし、一
緒に目を向けていくやりとりがある
と良いです。ここでいう「共感」と
は、対象者と同じ気持ちになるとい
うことではなく「そう考えていたら
そうなるだろう。なるほど。」と対
象者自身の中で起きていることに対
し、思いをはせることだと考えます。

適切な選択を増やしていく（充実

した生活を送る）ためには、「他者
に危害や損害を与えないことを大事
にしたいと思えること」が重要です。
そのためには日常生活の「価値」

を高めること。価値を高めるとは
「生活レベル」を上げることではあ
りません。日々、当たり前として行
えていることに、価値や喜びを与え、
意識できるようにすることです。
考え方が変わったり選択肢が増え

たりすることによって、気分や行動
は変わるということを、対象者自身
が繰り返し経験することを通して、
「自身をコントロールすることがで
きる」ことを期待し、自覚できるよ
うに促していくことが重要です。



更生刻々
第２回再犯防止・更生支援セミナー特集

こ
こ
が

聞
き
た
い

そ
こ
を

答
え
ま
す

▼とても興味深い内容だった。療育手帳所持者の就労支援を
しているが、性犯罪や窃盗を繰り返している方々がいる。面談
をするとやはり認知のゆがみが感じられる。認知行動療法が有
効であることがよく分かった。▼日常業務で知る機会が少ない
専門的な内容を定期的に学べることは大変ありがたく、今後も
できる限り参加したい。（矯正施設職員）▼具体的な話が聞け
て大変参考になった。特に「共感」のところ。私も「なるほ
ど」星人になって話を聞き、こちらの話も聞いてもらいます。
▼再犯防止だけでなく、防犯や普段の私たちの日々の中でも取
り組める内容の話だと感じた。▼刑務所や少年院で行われてい
るプログラムでの認知行動療法がよく分かった。分かっている
と思っていたことを改めて学習した気持だった。▼社会生活を
送るための色々な準備の必要性を常々感じていたが、共通する
ことが多く何かほっとした。認知行動療法良いですね。

熱気 ぎっしり

知的障がいのある方への対応などでは、認知の理解
が難しいこともあります。どちらかというと行動的な
介入が多めになること、優先されることがあると思い
ます。
知的や発達の課題があったり、本人が「話したくな

くなっている」場合などでは、個別の場合はできるだ
け本人が興味の持てる話を聴くことがあります。
また、質問されることに「飽きている」こともある

ので、同じくらいこちらも話しをすることもあります。
本人の経験、話せることから、できることを探ってい
くことが重要です。
グループの場合は、それぞれ知的能力が異なること

もあるため、個々人の目標を作るよう進めていきます。
また、それを本人と共有し、できそうな対策を一緒に
考えていきます。

刑事施設で行われているプログラムのはじまりや終
わり方ですが、関わりのあった、ある刑務所のプログ
ラムを紹介します。最初は、事件の起こるプロセスに
ついて理解し、事件が突然起きたわけではないことを

理解します。次に、思い込みが事件につながっている
ことなどを確認していきます。そして、共感という
テーマで、被害者について考えます。中盤では一度、
振り返りとして、自身の事件を考えます。後半は、人
間関係などを含め、問題解決やアサーションといった
ことを含めて、練習します。どのように終わるかとい
うことについては、古い自分と新しい自分について、
「なりたい」「ありたい」自分をテーマに考えていき
ます。その間にいるのが「今の自分だ」と考え、気づ
いたこと、学んだこと、生かしていくことを話してい
きます。
プログラムでは、最初は参加へのモチベーション、

それから変化へのモチベーションになり、最後は変化
した自分を維持したいというモチベーションになって
いくようになるよう意識しています。

講演終了後、東本氏にお話しをうかがい
ました。

♦
講演のポイントは、出所・出院して踏

ん張っているところまで、許可を得て、
フォローしている点です。中でのことが、
なかなか外では生かされないことが多い
ですから。効果的に働いた例を、アップ
デートした形で紹介できました。私が抱
いていたものを肉付けした形ですね。
話を聞くだけのカウンセリングのイ

メージとは違って、認知行動療法は、次
の一手の作戦会議です。私たちは作戦

会議チームのメンバーなのです。

私たちは作戦チームの
メンバー

参加者からは、講演を受けて「ここが聞きたい」 「これ
に答えて」という質問がたくさん寄せられました。
東本氏は、「知的障害がある方への対応」「刑事施設
でのプログラム」を中心に、要領よく答えられました。

・刑事施設でのプログラム

・知的障がいがある方への対応

東本ワールド・キーワード
■「定食名・認知行動療法」 メインデッシュの小鉢メニューと
して、余計な考えに引っ張られすぎないように整える（マインド
フルネス）、必要なときには溜め込みすぎず必要なことを言え
る（アサーティブ・トレーニング）、「お願いする」「断る」ときには
こういう風に言おう（ＳＳＴ；社会技能訓練）、６秒待った
り、タイムをとろう（アンガーマネージメント）などがあります。望
ましい自分をより強化していくときに、「小鉢」を自分で選択し、
底上げエクササイズを練習し続けることも大切です。
■「なるほど星人」 対象者との対話の中で、「なるほど、なる
ほど」と異星から来た人の如くうなずきまくりながら、質問を繰り
出していく。「共感」的な姿勢はあふれるように示すが、対象者
べったりにはならないところがコツ。


